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１．【開催案内】東北地区会議公開学術講演会 

   「未来の仕事と地方のキャリア ～AI時代に地方で生きる、働く、創る～」 

２．【開催案内】公開シンポジウム 

   「民主主義と選挙を守る―近年の我が国の政治と選挙環境に関する諸課題」 

３．【お知らせ】広報用チラシの公表について 

   （提言「社会と学術界におけるジェンダー平等・公正の実現を目指して」） 

４．【お知らせ】特設ウェブサイト 日本学術会議の法人化について 

５．【日本学術振興会】 

   令和９(2027)年度科学研究費助成事業－科研費－ 
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■-------------------------------------------------------------------- 

１．【開催案内】東北地区会議公開学術講演会 

   「未来の仕事と地方のキャリア ～AI時代に地方で生きる、働く、創る～」 

--------------------------------------------------------------------■ 

【日時】令和８(2026)年８月29日（土）13:00～16:40 

【場所】リンクステーションホール青森５Ｆ大会議室（青森県青森市）    

【開催方法】ハイブリッド開催 ※後日オンデマンド配信予定 

【主催】日本学術会議東北地区会議 

【共催】学校法人青森山田学園青森大学、国立大学法人東北大学 

 

【開催趣旨】 

 生成AIをはじめとする情報技術の急速な進展は、あらゆる産業・職業のあり 

方を変えつつある。地方においては少子高齢化・人口流出が深刻であり、特に 

東北・青森地域では若い理系人材の都市部流出が長年の課題となっている。一 

方でAIの普及・デジタル化の進展は同時に、地方でのスタートアップ創出、リ 

モートワーク、研究・技術人材の活躍フィールドを大きく広げる可能性をもた 

らしている。 

 また、核融合・介護・看護・医療など、地方の社会課題と直結した分野での 

キャリア形成や、東北復興から生まれる新産業の担い手育成も注目される。さ 

らに、女性が理系・技術系キャリアを選択しやすい環境整備は、地域の持続的 

発展において不可欠な要素となっている。 

 本講演会では、高校生・保護者・大学生・教員を主な対象として、研究者・ 



起業家・産業界の第一線で活躍する講師を迎え、AI時代における地方でのキャ 

リアの可能性と魅力を多角的に紹介する。 

 

【プログラム】 

https://www.scj.go.jp/ja/event/2026/401-s-0829.html 

【参加費】無料 

【事前申込み】 

以下の申込フォームからお申し込みください。（申込み締切：８月23日（日））      

https://forms.gle/cngfYtaJxpiwZ9829 

【問い合わせ先】 

日本学術会議東北地区会議事務局（東北大学研究推進課内） 

TEL：022-217-4840 

 

■■-------------------------------------------------------------------- 

２．【開催案内】公開シンポジウム 

   「民主主義と選挙を守る―近年の我が国の政治と選挙環境に関する諸課題」 

--------------------------------------------------------------------□□ 

【主催】日本学術会議政治学委員会 現代政治過程における課題分析・制度設計分科会 

【共催】文部科学省科学研究費基盤研究(A)「大規模政治意識調査『JES８』によ 

    る現代民主主義体制の理解・改善・課題解決」 

【日時】令和８（2026）年８月８日（土）14：00 ～ 16：30 

【場所】オンライン開催 

【参加費】無料 

【定員】300人 

【事前申込み】要事前申込 

 以下の申込フォームより、お申し込み下さい。 

 https://forms.gle/28m4XpGqCK2tqRGB8 

 

【開催趣旨】 

 本シンポジウムは近年の日本の政治や選挙を対象に、制度・選挙事務等に影響 

される選挙環境、SNSや選挙活動等に影響される情報環境、政党・連立枠組みの 

変化や解散時期等に影響される政治環境等に関する課題について議論し、今後の 

改善の方向性を提起する。 

 

【プログラム】https://www.scj.go.jp/ja/event/2026/401-s-0808.html 

【問い合わせ先】 

メールアドレス：contact.jesproject(a)gmail.com ※(a)を@にしてお送りください。 

 

■■-------------------------------------------------------------------- 

３．【お知らせ】広報用チラシの公表について 



   （提言「社会と学術界におけるジェンダー平等・公正の実現を目指して」） 

--------------------------------------------------------------------□□ 

 意思の表出に関する広報用チラシ（１件）を掲載しました。 

 

○提言「社会と学術界におけるジェンダー平等・公正の実現を目指して－2030 年に向けた課題－」 

 https://www.scj.go.jp/ja/info/kohyo/division-15.html#251027-1 

 

【これまで公開した広報用チラシ】 

・提言「研究の活性化へ向けた研究評価の具体的な改善方策」 

 https://www.scj.go.jp/ja/info/kohyo/division-15.html#251127-1 

・見解「能登半島地震・豪雨災害の教訓に基づく広域地域災害への備え」 

 https://www.scj.go.jp/ja/info/kohyo/division-19.html#251127 

・提言「「研究力の危機と再構築：学術と社会を支える持続的な研究エコシステムの構築に向けて」 

 https://www.scj.go.jp/ja/info/kohyo/division-15.html#251127-2 

・提言「生成 AIを受容・活用する社会の実現に向けて」 

 https://www.scj.go.jp/ja/info/kohyo/division-15.html#250227 

・提言「我が国の機能性食品制度に関わる課題とその対応」 

 https://www.scj.go.jp/ja/info/kohyo/division-15.html#260227 

・提言「気候危機に対処するための産官学民の総力の結集」 

 https://www.scj.go.jp/ja/info/kohyo/division-15.html#251027-2 

・提言「提言「壊滅的災害が想定されるメガシティの防災力強化に向けた科学技術イノベーション」」 

 https://www.scj.go.jp/ja/info/kohyo/division-15.html#260410 

 

■■-------------------------------------------------------------------- 

４．【お知らせ】特設ウェブサイト 日本学術会議の法人化について 

--------------------------------------------------------------------□□ 

 令和７年６月 11日に日本学術会議法が成立し、日本学術会議は、令和８年 

 10月１日に法人へ移行することとなりました。 

 こちらのページでは、法人化の準備状況等を掲載しております。 

 https://www.scj.go.jp/ja/info/kohyo/division-21.html 

 

■■-------------------------------------------------------------------- 

５．【日本学術振興会】 

   令和９(2027)年度科学研究費助成事業－科研費－ 

   （研究成果公開促進費）の公募について 

--------------------------------------------------------------------□□ 

 

日本学術会議協力学術研究団体 御中 

 

       令和９(2027)年度科学研究費助成事業－科研費－        



         （研究成果公開促進費）の公募について 

 

                       独立行政法人日本学術振興会 

                        研究助成部研究助成第二課 

 

 「令和９(2027)年度科学研究費助成事業－科研費－（研究成果公開促進費）－ 

研究成果公開発表、国際情報発信強化、学術図書、データベース－」の公募を開 

始しました。 

 本件の詳細については、以下のウェブページを御覧いただくとともに、関係者 

への周知をお願いします。 

 

https://www.jsps.go.jp/j-grantsinaid/13_seika/keikaku_dl.html 

 

 なお、科学研究費補助金取扱規程（文部省告示）第２条に規定される研究機関 

に該当しない場合は、公募要領に記載の「研究活動における不正行為への対応等 

に関するガイドライン」に基づく「取組状況に係るチェックリスト」の提出及び 

「研究機関における公的研究費の管理・監査のガイドライン」に基づく「体制整 

備等自己評価チェックリスト」の提出は不要です。 

 

※一件の応募につき一つの応募用ＩＤが必要となるため、重複応募可能な複数の 

 種目に応募する場合は、応募ごとにＩＤを取得してください。 

 なお、国際情報発信強化の継続課題を有する学術団体等が、重複応募可能な種 

 目に応募する場合も、新たに応募用ＩＤを取得する必要があります。 

※ＩＤの取得方法は公募要領を御確認ください。 

 

問い合わせ先： 

独立行政法人日本学術振興会 

研究助成部 研究助成第二課 研究成果公開促進費係 

〒102-0083 東京都千代田区麹町５－３－１ 麹町ビジネスセンター 

TEL：03-3263-4920 

E-mail：seikakoukai(a)jsps.go.jp 

※(a)を@にしてお送りください。 

 

*********************************************************************** 

 日本学術会議公式Ｘ 

  https://x.com/scj_info 

 日本学術会議YouTubeチャンネル 

  https://www.youtube.com/channel/UCV49_ycWmnfhNV2jgePY4Cw 

*********************************************************************** 

======================================================================= 



 日本学術会議ニュース・メールは転載自由ですので、関係団体の学術誌等へ 

の転載や関係団体の構成員への転送等をしていただき、より多くの方にお読み 

いただけるようにお取り計らいください。 

 過去のニュース・メールは、日本学術会議ウェブサイトに掲載しております。 

https://www.scj.go.jp/ja/other/news/index.html 

 

【本メールに関する問い合わせ】 

 本メールは、配信専用のアドレスで配信されており返信できません。 

 本メールに関する問い合わせは、下記のURLに連絡先の記載がありますの 

で、そちらからお願いいたします。 

======================================================================= 
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